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1 概要
離散選択実験とは，回答者が複数の選択肢の中から最も好ましい選択肢を選ぶことを繰り返す実験

であり，消費者の嗜好の分析などに応用される [3]．回答者の選択確率には多項ロジットモデルがよ

く用いられるが，このモデルを適用することの妥当性を検証するため，モデルの適合度検定を行うこ

とは重要である．適合度検定のために計算代数統計的アプローチ [1], [2]を用いることができる．す

なわち，マルコフ基底を用いたマルコフ連鎖モンテカルロ法 (MCMC)により検定の p値が推定でき

る．本研究ではこのアプローチを多項ロジットモデルの適合度検定に適用した．

2 多項ロジットモデル
離散選択実験において，回答者に提示する選択肢の集合はチョイスセットと呼ばれる．回答者は各

チョイスセット s = 1, . . . , S に対して，その中の選択肢 j = 1, . . . , J から最も好ましいものを選択

する．多項ロジットモデルは，回答者がチョイスセット s から選択肢 j を選ぶ確率 pjs を

pjs =
exp(x′

jsβ)∑J
k=1 exp(x

′
ksβ)

とモデル化する．ただし xjs は選択肢が持つ属性を並べたベクトルで，β はパラメータである．

3 マルコフ基底を用いたMCMCによる検定
条件付検定における p値の計算手法にマルコフ基底を用いたMCMCがあり，この手法では定常分

布が帰無分布となるようなマルコフ連鎖を構成することで p値の推定値を求める．発表では，多項ロ

ジットモデルに対してマルコフ基底を求めるために必要な配置行列を導出し，MCMCにより p値を

推定することでモデルの適合度検定が行えることを例を交えて説明する．また，すでに知られている

ロジスティック回帰モデルの配置行列 [4]と今回考える配置行列の対応についても述べる．
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